
麦類除草剤の変更および村入

1 .背 景 とね らい
(農業試験場 技術部 )

麦類は省力高収益栽培が可能な作物であ り、除草剤の使用は生産に欠かせないものとな
っている。 しか し、特定除草剤の使用によ り雑草発生様相が変化 し、特に近年発生が問題
となっているキク科 1年 生雑草や多年生雑草に対 しては既存の ものより除草効果に優れ る
新たな除草剤の採用が必要であ った。これ らの ことか ら、農薬登録の追加変更に伴 い、麦
類雑草防除基準の変更及び編入をおこな った。

2 .技 術内容
( 1 ) ハ ーモニー 7 5 D F の 使用時期の変更

変更 点 秋まき小麦に対す る使用時期
(変更前〉麦 3～ 4葉 期

(変室後 )麦 3葉 期～節問仲長前

( 2 ) カ イタ ック乳剤 の幅入
ア 本 剤 の特性

成分     ペ ンデ ィメタ リン 1 5 。0 % ,
毒性

魚毒性

性状
吸収特性

対象雑草   1 年 生 イネ科 ・広葉雑草
特 に、生産現場 で近年 発生が 問題 とな って いるキ

デ ィメタ リン乳剤 に比較 し、除草効果 に優れ る。
イ 使 用基準

リニ ュ ロン 1 0 . 0 %

リニ ュロ ン    A 類

ク科 1年 生雑草 に対 して、既存 のペ ン

リニ ュ ロ ン     A 類

殺 草 作 用   光 合 成 阻 害

既 存 の ベ ンデ ィ メ タ リン細 粒 剤

普通物
ペ ンデ ィメタ リン B 類  ,
暗褐 色透 明可乳化 油状液体
非 ホル モ ン系 吸収移行型除草剤 ,殺 草作用  光 合成阻害

( 3 ) カ イ タ ック細粒剤 F の 編入
ア 本 剤 の特性

成分     ペ ンデ ィメタ リン 1 . 5 % ,  リ ニ ュロン 1 . 0 %
毒性

魚毒性

性状

普通物
ペ ンディメタ リン B 類 ,
黄色細粒および微粒

吸収特性   非 ホルモ ン系吸収 移行型除草剤  ,
対象雑車   1年 生 イネ科 ・広葉雑草

近年発生が 問題 とな って い るキ ク科 1年 生雑車 に対 して、
Fに 比較 し、 除草 効果 に優れ る。

イ 使 用基準

対象 雑草 処 理 法 使用時期 使 用 量 使 用回数 使 用 上 の 注 意
一年生

雑草全般

土 壌 処 理 播種直後

( 雑草発
生前 )

m 1 / 1 0 a

沖積土
4 0 0

火 山灰 土
5 0 0

1回
へ
°
ンテ

｀
ィメタ

リンまたは

リニュロン宅と

含む薬剤

を含め

砕 土 ・整地 はて いね
いに行 う。 ( 薬害 )

排水 不 良 圃場 や砂 土
では使用 しな い。
ヤエ ム グラに効果が

劣 る場合が あ る。
水 系へ の流 入注意

対 象 雑 草 処 理 法 使用時期 使 用 量 使 用 回 数 使 用上の 注意
一年生

雑車全般

土壌処理 播種直後

(雑草発
生前 )

kg//10a

沖 積 土

5

火 山灰 土

5 ～ 6

1回
へ
°
ンテ

Sィ
メタ

リンまたは
リニュロン宅≧

含む薬剤

を含 め

1 . 砕土 ・整地 はて いね
いに行 う。

2 .排水不 良 圃場 や砂 土
では使用 しな い。

3 .ヤエ ムグラに効 果が

劣 る場合が あ る。
4 .水系へ の流 入注意
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( 4 ) イ ンパル ス水港剤 の編入

ア 本 剤 の特 性

成分     グ リホサ ー トナ トリウム塩 1 6 . 0 % 、ビア ラホ ス8 . 0 %

毒性     普 通物

魚毒性    グ リホサー トナ トリウム塩  A 類 ,   ビ ア ラホス  B 類

性状     青 色水溶性細粒 お よび微 粒

吸収特性   非 選択性茎葉処理 吸収移行 型除草剤

殺草作 用  タ ンパ ク質 阻害
1 年 生 イネ科雑草 お よび 1 年 生広葉雑草

イ 使 用基準

3  指 導上の留意事項

( 1 )雑 草 防除基準 に よ る。

4  試 験成績概要

対象雑草 処理法 使 用 時 期 使 用 量 使 用 回 数 使用上 の注意
一年生

雑草全般

茎葉処理

( 雑草の

生育 期 に

雑草 全体
に均一 に

散布 )

耕 起前
7 日 以前
( 雑草 の

号主メこ30cm

以下 )

g / / 1 0 a

5 0 0 - 6 0 0

1回
ヒ
｀
アラホスま

たはク
｀
リホ

サートを
含む葉剤
を含め

1 . 水1 0 0 リットルに希釈 し

雑 草茎葉 に よ くかか

るよ う散布す る。

2 . 周辺作物へ の飛 散 に

注意す る。
3 . 展着剤 は加 用す る必

要が な い。

1  ハ ー モ ニ ー 7 5 D L の 越 冬 後 処 理 おけ る適 用性検 定試験 結果概

使用時期 な ど 薬剤 名 使 用量
(貿/a)

雑 草 発 生 無 処 理 比 %

薬 害科

生

ネ

年
イ

ー

非 イ ネ科

1 年 生

口5。4. 1 8

岩手農試
ナンフ

｀
コムキ

｀

DPX-16

アイオキンエル

５

　
７

０

2 5

1 8

1 7

4 0

無

無

無

無

2  カ イ タ ック乳 剤 の 概

使 用時期 な ど 薬剤 名 使用量

(ln 1/a)

雑 草 発 生 無 処 理 比 %

薬 害 備 考科
生

不ヽ
年

イ

ー

非 イ ネ 科

1 年 生

H 3 4子

青森農試
キタカミコムキ

S

播種直後延理

P L - 1 0 乳剤

(とL)リニュロンた泣

4 0

5 0

0 0

6 0 0

２

ｌ

　
ｔ

８

無

無

無

無

3  カ イ タ ッ ク細 粒 剤 「の 適 用 概

使用時期 な ど 薬剤名 使用量
( m 1 / a )

雑 草 発 生 無 処 理 比 %

薬 害 備 考科

生

ネ

年
イ

ー

非 イ ネ 科

1 年 生

I134千

青森農試
キタカミコムキ

S

播 緒 百 徳 仇 理

PL-10

細 粒剤

(上ヒ)リニュロンな位

０

０

０

０

４

５

６

０

０

０

０

０

６

４

２

８

無

無

無

無

スス
Sメ

ノカタヒ

フ

ハコヘ ・`ナス
｀

ナ
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